
-ー~ 与 ;i .,I サプライチェ

ーンにおける航空輸送の位置づけは､荷主企業により様々だ｡海上輸送に比べて割高な航空輸送を､極力避けたいと考える荷主企業がある一方で､グローバル戦時を推進するために､航空輸送を積極的に利用している企業もある｡一般的に｢航空輸送は高い｣と認識されているが､本当にそうなのだろうか｡ここでは航空便利用による商品の陳腐化の回避と保管費の削減効果などを数量化してへ航空輸送と海上輸送のコスト比較を行ってみたい｡次に､そのような方法を代表的な航空輸送商品に当てはめて検証､さらには輸送手段を選

ぶ際のモデ

ルを提案したい｡金

額ベースでは日本の賀易の

30%強が航空利用調達から製品配

送までのサプライチェーンの中で､航空輸送が利用されるのは資材の調達物流と製品の配送物流のl部に過ぎず､サプライチェーン全体に対する航空輸送の授割は極めて限られている｡輸送部分だけとってみても航空のシェアは国内物流で〇〇二%､国際でも一%に満たない｡しかし､金額ベースではわが国の貿易の約三分の一が航空によるもので､タンカーやバラ桜み船の貨物を除くと航空の割合は四則を超えている(義-参照)O特にIT関係のハイテク商品は航空利

用が圧倒的に多い｡しかし'多くの
荷
主
企

業は航空輸送

航空利用率(金額へ-ス)
分母-航空貨物+海上コンテナ貨物

表 1 は高

いので､その利用を減らしたいと考えている｡他方､一部の荷主企業は特定商品について
最
初

か
ら
航
空
輸

送

を

前

提に､戦略的に利用して衰2 航

空貨物の需要見通し 側から見て､なぜ航空貨物は持続的に増えると言えるのか?船で計画的に輸送すれば高い航空は使わなくて済むのではないか?航空輸送は

JONBOARD 2いる｡これ

らの荷主企業はアウ-オブボケソーで実際に支出する賢用だけではなく'それ以外の要素も考慮に入れると'航空の方が得だと認識しているようだo航

空化貝物の需要予測IATAtボ

ーイング'国土交通省などが航空貨物の需要予測を発表している｡いずれの予測も概して中長期的に年平均四-六%の伸び､路線によってはそれ以上'あるいは以下の伸びを見込んでいる(表2参照)｡これらの予測は基本的に過去の傾向に加え､国や地域のGDP成長予測に基づいている｡単年度へ-スでは変動要素(戦争'アジア経済危機､テロ事件など)のために外れるケースが多いが'中長期の傾向ではだ

い



で
､
絹
弊
見
込
み
に
韮
づ
い
て
コ
ン
テ
ナ
畔

位
で
輸
送
す
る
｡
従

っ
て
､
輸
送

ロ
ッ
-

(
l
回
に
迎
ぷ
八八
)
が
大
き
い
｡

1
佃
の
コ

ン
テ
ナ
に
湘

た
な

い
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a
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n
ta
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a
d
C
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ち

輸
送
可
能
だ
が
'

コ
ス
-
が
高
く
つ
き
､
輸

送
日
数
も
長
く
な
る
｡
コ
ン
テ
ナ
船
で
は
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
(蒔
過
定
雌
日
配
船
)

が

t
般
的
だ
.
他
方
､
航
空
便
は
世
界
の
主

要
区
間
で
は

i
日
に
何
便
も
飛
ん
で
い
る
｡

従

っ
て
､
海
上
輸
送
で
は
出
荷
準
備
が
で
き

て
も
､
船
便
の
出
発
曜
日
ま
で
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
航
空
便
で
は
出
荷
準
備
が
整

い
次
第
､
そ
の
日
の
う
ち
に
空
港
に
搬
入
し

て
積
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡

航
空
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い
の
で
､
必

要
な
だ
け
の
益
を
､
必
要
な
と
き
に
輸
送
で

き
る
｡
航
空
運
賃
は
重
畳
逓
減
制
だ
が
'
数

百
キ
ロ
以
上
に
な
る
と
キ
ロ
当
た
り
運
賃
は

同
じ
だ
｡
従

っ
て
､
航
空
で
は
少
下し皿
ず
つ
他

頻
度
で
輸
送
で
き
る

(図
1
参
照
)
｡
こ
れ

に
よ
り
発
地
や
替
地
の
在
価
益
が
減
り
.
煤

管
か
用
が
削
減
で
き
る
｡
例
え
ば
'
輸
送
ロ

ッ
ー
を
二
分
の

一
に
す
れ
ば
平
均
在
碓
鼠
や

親
機
在
席
爪山
が
半
分
に
な
り
､
保
管
e
I
も
半

減
す
る

(図
2
参
照
)
｡
実
際
､
航
空
持
物

一
件
当
た
り

の
銃
先
は
二
五
〇
キ
ロ

(注
)

だ
か
ら
'
航
重
雄
物
の
平
均

輸
送
ロ
ッ
-
は

海
上
貨
物
の
数
十
分
の

t
に
な
る
と
思
わ
れ

る
o
(注
)
航
空
才
物
運
送
協
会
の
統
計
に
よ
る

航
空
直
送
方
式
に
よ
っ
て

現
地
配
送
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る

日
本
の
多
く
の
輸
出
メ
ー
カ
ー
は
'
海
外

拠
点
に
大
き
な
デ
ィ
ス
-
リ
ビ

ュ
ー
シ
n
ン

セ
ン
タ
ー
を
持

っ
て
い
る
｡
あ
る
電
機
メ
ー

カ
ー
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
シ
カ
ゴ
の
郊
外
に

大
規
模
な
配
送
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
､
こ
こ

図 1 航空利用で在庫削減

も=表∋
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(発地) 空港/護 空港/港 (*地)

海上積送 長いリードタイム､ウィークリーサ-ビス(遇に1便.定曜日)､コンテナ単

位積送,需要見込みに基づいて大ロットで拍送

航空垢送 短いリードタイム､デイリーサービス､コンテナ未満7r物､高い定時性､

必要な王をL必要な暗に小ロットで蜂送

=〉航空利用により必要なtをタイムリーに輸送できるので､
着地(+発地)の在庫Ⅰを減らすことができる｡

図 3 ロサンゼルスの配送センターから全米の

販売店に配送二?._?:a. A .rri,LJク

+船 口サンtfルス配送セン

タ-Eg)4 アムステルダムの配送センターから欧
州内の販売店

に配送 ･-

1 LT1 ヽ】

.
1
.

か
ら
全
米
の
販
売

店
に
製
品

や
部
品
を
配
送

し
て
い
る
｡
ま
た
､
欧
州
で

は
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
と
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
欧

州
配
送
セ
ン
タ

I
を
配
置
し
て
い
る
｡
輸
送

ロソーを大き図 2 在庫の保管費用は輸送ロッ

トに比例する海上輪送の場合は4週間

に一度輔送､航空輸送の鳩舎は1週間に

2匡】輸送すると順走すると.航空の輸

送Dットは海上の1/8となり､保管*を1/8に削

減できる｡実帝には杭空耳物1件当たり

の平均出荷1111250Kgsはど(.i)
だから.航空便の輸送E3ットは船便の致十分の

-である｡(注)航空才物運送協会の統計による波形の操は*地合L?の在庫JLの変L

bを表すo航空のケースでは2過rL'qごとに

0のJt(ロント)を輸送､′毎上のケー

スではJI週間ごとに2倍(2Q)のJ

tを輸送すると仮定すると
L在flJtの変動は以下のようになる｡

航空輸送ではT色の部分.海上輸送では太線で

EBった部分の面書Aが果汁在庫Zとなり､太枠の三

角の面キJはY色の三角の面柵の2倍

である｡保管*は果キA在JTtが2

倍になると2倍かかる｡累年A在nlJ
Lは鮪送ロノトに比例する｡従って､

保管*は輸送のロントに比例する｡

くした方が一般的に単位当たりの迎質が安くなるので､海外の配送センタIに

は
弘
約
化
し
て
大

き
な
ロ
ン
-
で
選
び
'
そ
こ
か
ら
先

の
国
内
や
地
域
内
に
粥
配
送
す
る
方

式
を
採

っ
て
い
る
(図
3
'
1
参
照
)
.

航
空
迎
S
X
は

一
件
の
迎
送
状
で
遊

ぶ
貨
物
の
放
血
が
数
百
キ
ロ
を
超
え

る
と
､

キ
ロ
当
た
り
の
迎
賃
は
同
じ

で



JLTl追 尋 前号では航空輸送を

利用することにより在庫を削減できること､保管費は在庫量と輸送ロットに比例すること､また'航空直送方式により現地配送センターを廃止できる可能性があることなどについて説明した｡今回は航空便利用による在庫削減の効果や､商品の陳腐化損の回避などを､どのように数を化して評価するか

を試みたいo在庫削減効果

を数量化し
て評価するある一件の貨物'例え

ば重量二五〇〇キロ'容量1五立方メ1-ル､商品価格三千万円の電気製品の場合'保管野はいくらかかっているだろうか-(礼)日本ロジスティクス協会の｢物流コスト調査報告譜｣によると'主要製造業における売上高に対する物流コスー比率は八一%である(表-秦照)O物流賢のうち
保管野は1八四%となっている｡従っ

て'保管野の割合は売上高に対して一･五%ということになる

(注-)｡航空便利用で削減でき

る在庫は'主に発地の製品在庫と着地の配送センターの在庫である｡保管費一･五%は調達から製品配送までの全段階の保管賢だから､製品段階の保管賢を求める必要があるO物流コス-調査報告磐では販売物流の構成比は六八･五%で､製品段階の保管費は売上高に対して一%と推定され

る(注2)O従って'三千万円の電
気
製
品
の
製
品

表1主要製造業の売上高物流コスト 比率(95-01年平均)
売上高に対する保管費の割合は7

図1 航空便と船便-ドアツートア輸送

の所要日数JONBOARD2

段階での保管費は'商品金額の1%の三十万円と試算できるO航空を利用すると輸送ロノーが十分の一以下になり､保管賢はそれに比例して十分のl以下になるだろう｡しかし'短期的には理論どおりの効果が出ないので'ここでは保管費は理論値の半分の五分の1になると仮定するOすると'この商品

を船便で輸送する場合にか

かる保管狩三十万円は､航空便利用により五分の1の六万円に削減できると考えられるO(注-)売上高物流コスト比率八二%×保管類比率一八･E[%=l･五%(注2)売上高保管史

比率一･五%×販売物流比率六



日
米
間
の
輸
送
を
例
に
と
る
と
'
航
空
で

は
地
上
時
間
も
入
れ
て
-
ア

ツ
ー

･
ド
ア

で
三
-
四
日
で
着
く
が
'
船
で
は
五
週
間
ほ

ど
か
か
る
.
日
欧
間
で
は
航
空
は
同
じ
く
三

-
四
日
だ
が
､
舶
で
は
七
週
間
ほ
ど
か
か
る
D

輸
送
目
数
の
差
は
日
米
間
で
四
週
間
､
日
欧

間
で
六
週
間
ほ
ど
に
な
る
｡

商
品
の
陳
腐
化
速
度
と
コ
ス
ト

商
品
の
陳
腐
化
と
は
商
品
が
古
く
な
っ
て

市
場
価
値
を
失
う
こ
と
で
あ
る
O
次
々
に
新

商
品
が
出
る
よ
う
な
も
の
は
陳
腐
化
の
ス
ピ

ー
ド
が
速
く
'
成
熟
商
品
で
は
そ
の
速
度
は

遅
い
.
陳
腐
化
に
関
連
し
て
'
よ
く
ム
ー
ア

の
法
則
が
言
及
さ
れ
る
O
ム
ー
ア
の
法
則
と

は
半
導
体
部
品
の
集
積
度
が

一
年
半
で
二
倍

に
な
る
と
い
う
も
の
だ
｡
興
型
的
な
例
と
し

て
I
C
パ
ー
ツ
や
ノ
ー
-
パ
ソ
コ
ン
が
挙
げ

ら
れ
る
O
ノ
ー
-
パ
ソ
コ
ン
は
三
カ
月
ご
と

に
新
製
品
が
出
て
い
る
.
携
帯
電
話
や
デ
ジ

カ
メ
な
ど
も
同
様
だ
.
も
し
'
こ
れ
ら
の
商

品
が
長
期
に
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
ら
､
帳
簿

上
の
数
字
に
か
か
わ
ら
ず
､
実
際
に
は
半
値

に
な
っ
た
り
無
価
値
に
な
っ
て
'
廃
棄
賛
用

が
か
か
る
ケ
ー
ス
さ
え
あ
る
O

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
短
い
商
品
は
､

1
年

前
の
モ
デ
ル
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
｡
も
し
､
売
れ
残

っ
て
い
た

ら
値
段
は
半
値
か
'
そ
れ
以
下
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
｡

I
年
間

(五
十
1
1週
)
で
半
値

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
､

1
週
間
に

1
%
の

ス
ピ
ー
ド
で
減
価
す
る
と
い
う
こ
と
だ
.
た

だ
し
'
発
売
後

一
-
二
カ
月
は
減
価
の
ス
ピ

ー
ド
も
緩
や
か
だ

ろ
う
か
ら
､
試
算
で
は

一

週
間
に

一
%
で
は
な
く
て
､
そ
の
半
分
の

〇

五
%
を
採
用
す
る
｡

ノ
ー
ー
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
よ
り
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
長
い
T
V
ゲ
ー
ム
機
や
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
､
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
t
D
V

D
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
は
ど
う
だ
ろ
う
?

こ

れ
ら
の
商
品
は

一
年
間
で
三
～
四
割
減
価
す

る
た
め
､
理
論
上
は
過
〇

･
六
-
〇

･
八
%

の
減
価
が
発
生
す
る
O
た
だ
し
､
便
宜
上
こ

れ
ら
商
品
も
週
〇

･
五
%
の
減
価
が
発
生
す

る
も
の
と
し
て
試
算
す
る
｡
陳
腐
化
の
速
度

と
航
空
と
海
上
の
輸
送
日
数

(過
数
)
の
差

を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
を
'
海
上
輸
送
の
陳

腐
化
コ
ス
-
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
O

例
え
ば
､
三
千
万
円
の
電
気
製
品
を
東
京

か
ら
シ
カ
ゴ
に
送
る
場
合
'
陳
腐
化
損
は

｢陳
腐
化
速
度

(〇

五
%
/
過
)
×
航
空

と
海
上
の
輸
送
期
間
の
差

(四
過
問
)
×
三

千
万
円
=
六
十
万
円
｣
と
試
算
さ
れ
る
O
こ

う
し
た
方
法
で
陳
腐
化
の
コ
ス
ト
を
試
算

L
t
ー
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
比
較
に
用
い
て
み

よ
う
0

販
売
機
会
の
拡
大

航
空
輸
送
は
輸
送
期
間
中
の
商
品
の
減
価

を
避
け
る
と
と
も
に
'
新
製
品
を
他
社
の
競

合
商
品
が
出
る
前
に
市
場
に
投
入
し
て
､
マ

-
ケ
ソ
ー
シ
ェ
ア
を
確
保
し
た
り
'
値
引
き

せ
ず
に

毅
も
よ
く
売
れ
る
期
間

(三
カ
月
)

を
数
週
間
延
ば
す
効
果
が
あ
る
｡
技
術
革
新

の
適
い
商
品
で
は
.
メ
ー
カ
ー
間
で
し
烈
な

開
発
戯
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
､
新
商

品
の
発
売
が

一
カ
月
早
い
か
､
遅
い
か
に
よ

っ
て
売
り
上
げ
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
｡

し
か
し
'
販
売
機
会
の
拡
大
効
果
を
数
量

化
す
る
こ
と
は
難
し
い
O
な
ぜ
な
ら
､
そ
の

商
品
の
マ
ー
ケ
ン
ト
で
の
競
合
状
況
に
よ
っ

て
大
き
く
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
｡
も
し
'
競

合
他
社
も
同
様
の
製
品
を
同
時
期
に
開
発
し

て
､
航
空
便
を
利
用
し
て
市
場
に
出
し
た
と

仮
定
す
る
と
'
先
行
優
位
性
は
す
ぐ
に
失
わ

れ
て
し
ま
う
｡
つ
ま
り
は
競
合
他
社
の
動
き

次
第
な
の
で
､
こ
こ
で
は
こ
の
要
素
は
数
量

化
し
な
い
こ
と
に
し
た
い
｡

航
空
便
と
船
便
の
コ
ス
ト
比
較

商
品
の
輸
送
期
間
中
は
投
下
資
本
が
寝
て

い
る
こ
と
に
な
る
｡
従

っ
て
､
輸
送
期
間
に

応
じ
て
輸
送
中
の
金
利
を
負
担
す
る
と
考
え

る
の
が
適
当
で
あ
る
O
通
常
は
輸
送
ロ
ン
-

ご
と
に
金
利
負
担
を
計
算
す
る
こ
と
は
な
い

が
､
こ
こ
で
は
輸
送
手
段
の
比
較
検
討
の
た

め
に
'
海
上
と
航
空
の
輸
送
期
間
の
差
だ
け

船
便
の
方
は
金
利
を
負
担
す
る
と
し
て
評
価

し
た
い
O

評
価
は
二
段
階
で
'
ま
ず
､
ア
ウ
-
オ
ブ

ボ
ケ
ソ
ト
で
支
出
さ
れ
る
欝
用
ペ
ー
ス
で
比

較
し
､
次
に
陳
腐
化
'
保
管
費
､
金
利
な
ど

の
要
素
を
加
味
し
て
評
価
し
て
み
よ
う
｡
次

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
コ
ス
-
比
戟
を

行
う
｡

●
ケ
ー

ス
Ⅰ

東
京
郊
外
の
工
場
か
ら
シ
カ

ゴ
近
郊
の
現
地
法
人
の
倉
庫
ま
で
輸
送
｡
電

気
製
品
二
五
〇
〇
キ
ロ
､

一
五
立
方
メ
ー
ト

ル
'
商
品
価

格
三
千
万
円
｡

こ
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
'
航
空
運
賃

は
海
上
の
六
倍
ほ
ど
だ
が
'
航
空
便
の
方
が

横
持
ち
費
用
､
保
険
料
が
安
い
の
で
'
航
空

は
海
上
の
三
倍
弱
に
と
ど
ま
る

(表
2
参

照
)
O
次
に
､
同
じ
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
陳
腐

化
損
'
保
管
費
'
金
利
な
ど
を
加
味
し
て
比

較
す
る

(表
3
参
照
)
｡
こ
の
場
合
'
航
空

便
と
船
便
は
-
-
タ
ル
コ
ス
ト
で
ほ
ぼ
同
じ

に
な
る
｡
(次
号
で
は
さ
ら
に
具
体
的
に
､
代
表
的
な

空
頼
晶
目
に
つ
い
て
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
)

表3 航空輸送と海上輸送のコスト比較(2)二 表2 警買警莞莞 禁 慧 雷謡 漂 慧(1)(陳腐化損､保管升等を考慮に入れると )

東京郊外の工場からシカゴ近郊の現地法人の倉庫までの輪送

電気製品2500kgs,15m3､商品価格3000万円

航空輸送 海上輸

送75.000 127

】0001.250.000

222,00060】0

00 82.000保険料 4

5,000 90,000*用苦十 1,430,000 521.000(D航空と海上の輸送期間の

差L3週間に2%の陳腐化絹が発生する② 発地と甘地の製品在庫互が

減り､保管軌 ま船の1/5に減少する③ 海上は輸送日数の差だけ余計に金利コストがかかる(

年2%と仮定)航空輸送 海上輯

送1,430,

000 521.0000 600,

000保管兼(注2)

60.000 300,000金利差

0 46,000缶■用 1,490,000 1,467.000●陳腐化乱 保管井､金利などを加味した総食用では､航空と海

上のコストはは (′主)海上梅送では米醐 からシカゴまでのiu 指送*を含t･ロは同じ｡ ● 航空積送では運半以



Bl.MONTHLY E3本航空と皆様を結ぶコミュニケーション誌

20030CT/NOV JapanAir

linesト - タ ル コ ス ト ･ア ブ E3 一 事 臨 過 る ¢ 革 パート2では東京からシカゴ宛に電気製品を輸

送
す
る

ケ
ー
ス
を
取
り
上

げ
､
航
空
便
と
船
便
の
コ
ス
ト
比
較
を
行

っ
た
｡
そ
の
結
果
､
航
空
便
は
運
賃
が
高

い
が
'
そ
の
他
の
費
用
は
安
く
つ
き
'
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
で

は
船
便
と
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
.
今
回
は
前
号

で
説

明
し
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
考
え
方

を
､
具
体
的
な
輸
出
商
品
に
当

て
は
め
て

試
算
す
る
｡

ど
の
よ
う
な
品
目
が

空
輸
さ
れ
て
い
る
か
?

ケ
ー
ス
･
ス
タ
デ
ィ
ー
に
入
る
前
に
'
ど

の
よ
う
な
品
目
が
最
も
多

く
空
輸
さ
れ
て
い

る
か
を
見
て
み
よ
う
(塞
-
参
照
)｡

こ
の
表

は
米
国
の
商
務
省
続
割
に
基
づ
い
て
､
日
本

か
ら
米
国
宛
の
空
輸
品
目
を

'
金
額
の
多
い

順
に
三
十
位
ま
で
リ
ス
-
ア
ッ
プ
し
た
も
の

で
あ
る
O

ー
ツ
プ
は
M
O
S
型
I
c
で
あ
っ

た
｡
I
C
関
係
で
は
M
O
S
型
以
外
の
タ
イ

プ
の
I
c

(十
五
へ
十
六
位
)
､
I
c
製
造

装
置

(二
十
位
)
や
I
C
部
品

(二
十
六
位
)

な
と
が
リ
ス
ー
に
上
が
っ
て
い
る
｡

ー
ソ
プ
三
十
位
ま
で
の
品
目

で
は
t
I
C
t

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
､
周
辺
機
器
と
い
っ
た

I

T
関
連
商
品
が
多
い
｡
こ
の
表
に
は
各
商
品

の
航
空
利
用
率
と
キ
ロ

当
た
り
の
商
品
価
格

が
示
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
第

一
位
の
M

O
s
型
1
C
の
航
空
利
用
率
は
九
九
%
､
キ

ロ
当

たり価格は一二〇四米-ルであったO同様に八位のTVゲーム機の航空利用率は七〇%'商品価格は二二ドル/キロであった.この表から航空利用率と

キロ当たりの商品価格は関連が 表1日本から米国宛の航空輸送上位30品目(金額ベース) 航空利用率とKg当たりJ

B価(200時 )R叫1 品目MOS型lC AirRatio99% USS伽1.204 ー6 品目 AiTRatio95% USSA(∩
9862 ビデオカメラ 79% 252 17 99%



表2 商 品 の kg当 たり単価 と航 空 利 用 率 (日本から米国宛の航空献呈上位30品E]2000年)

■

■ ■=一一一日一一一一一-+-

---i-- ■● ■■0% 20% 40% 60% 80% 100%

Al｢Ratl0
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0

0

0

0

0

0

<U

0

0

8

6

4

26q＼ss⊃anLtêkg当 たりUS$400以 上 の 商 品 の 航 空 利 用 率 は 8割 以 上

S｡U,ceusD.C表3

TVゲ ーム機 の 輸 送 コスト比 較東京郊外の工場 からシカコ

近郊の現地法人の倉康まで輪送TVゲーム機2300kgs､15m3､商品価格29

90万円 (13万 円/kg)航空輸送69.000 海上輸送117.000
り50,000 222

.00055.200 75.400

44,800 89.700
0 598.0

0059,800 299.000

0 46.000耗兼用 1.378,800 1.44

7.100(,主1)海上拝送では米西岸からシカゴ

までの鉄道輸送兼を含t,(′主2)航空では1万円につき15円､海上はその2倍(注3

)頼送期間の蓮4週間に2%の陳腐化旭が発生.2990万円×2%-598万円(注4)製品段階の保管升は商品全糊の1%に当たる2995万円｡航空ではこの1/5に
(注5)金利を年2%と仮定.海上輸送は輸送

日数分(4週間)の金利を別旦する表4 コンピュー ター記 憶 装

置 の 輸 送 コス ト比 較東京郊外の工場 からシカゴ近郊の現地法 人の倉庫 まで指送コンピューター配鰭装置3000kgs､15rnユ､商

品価格 6000万 円 (2万 円/kg)航空輔

遠90,000 127,000
運賃 (空 1.500,000

222,000ドアま 72,000 82,000
90.000

180.0000 1.200.0

00120.000 600.0000 92

,000耗兼用 1,872.000 2,50

3.000(,il)海上輔送では米西岸からノカゴまでの鉄道輸送升を含t.(′主

2)航空では1万円につき15円､海上はその2倍(,i3)輸送期間の差4週間に2%の

陳良化絹が発生06000万円×2%-120万円(注4)別品段階の保管tは商品全看貞の1%に当たる60万円｡航空ではこの1/5に
(注5)金利を年2 %と仮定｡

海上輸送は頼送日数分(4週間)の金利を負担する

る
三
つ
の
商
品
t

T
V

ゲ
ー
ム
機

(キ
ロ
当

た
り

1
万
三
千
円
)

､
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
I
記

憶
装
置

(同
二
万

円
)
へ
ノ
ー
-
パ
ソ
コ
ン

(同
四
万
五
千
円

)
を
取
り
上
げ
て
コ
ス
ト

比
較
を
行

っ
て
み

よ
う
｡
ま
ず
､
日
本
か
ら

米
国
宛
で
八
番
目

に
多
か
っ
た
T
V
ゲ
ー
ム

機

(航
空

利
用
率
七
〇
%
'
商
品
榊
格

一
一

二
-
ル
/

キ
ロ
)
に
つ
い
て
コ
ヌ
ー
比
較
す

る
o
輸

送
区
間
'
出
荷
重
量
'
容
積
'
商
品

価
格
な

と
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
｡

●
ケ
ー
ス
Ⅱ

東
京
郊
外
の
工
場

か
ら
シ
カ

ゴ
近
郊
の
現
地
法
人
の
倉
庫
ま
で

輸
送
｡
T

v
ゲ
ー
ム
横
二
三
〇
〇
キ
ロ
､

l
五
立
方
メ

1
ト
ル
､
商
品
価
格
二
九
九
〇
万

円

二

三
万
円
/
キ
ロ
)
O

米
国
で
は
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
と
い
う
呼
び
方

の
ほ
か
に
､
メ
ー
カ
ー

名
の

｢N
m
te
コ
d
o
｣

が

1
般
名
詞

と
し
て
使
わ
れ
る

ほ
ど
に
'
日

本
製
の
ゲ
ー

ム
機
は
大
変
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
で
あ

る
｡
ゲ
ー
ム

機
メ
ー
カ
ー
間
の
競
争
は
激
し

く
､
特
に
新

製
品
の
売
り
出
し
時
は
大
品
に

空
輸
さ
れ
て
い
る
｡
表
3
か

ら
分
か
る
よ
う

に
､
運
賃
は
航
空
便
が
船
便
の

五
倍
は
ど
高

い
が
'
陳
腐
化
損
な
ど
も
考
慮
に

入
れ
た
-

ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
比
較
す
る
と
､

航
空
便
の

方
が
安
い
o

し
か
し
t
T

V
ゲ
ー
ム
機
は
以

前

ほ

と

頻

繁
に
新
製
品
が
出

な
く
な
っ
た
C
ま
た
､
新

製
品
が
出
て
も

ソ
フ
-
供
給
の
問
題
も
あ

っ

て
､
前
の
型
の
商

品
も
引
き
続
き
売
れ
て
い

る
O
即
ち
'
T
V

ゲ
ー
ム
機
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
延
び
'
陳
腐

化
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て

い
る
｡
こ
の
よ
う
な

状
況
を
反
映
し
て
t
T

v
ゲ
ー
ム
機
の
輸
送
は

R板
近
ー
船
便
の
方
が

多
く
な
っ
て
き
て
い

る
C
航
空
便
は
新
製
品

の
発
売
時
や
ク
リ

ス
マ
ス
商
戦
時
に
主
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
o
L
か
し

へ
メ

ー
カ
I
は
新
製
品
の
開
発
競
争
を
続

け
て
い

る
の
で
'
今
後
'
画
期
的
な
製
品
が
誕
生
す

れ
ば
'
ま

た

､

航
空
便
の
利
用
が
増

え
る
も

の
と
考
え

ら

れ

る
.

次
に
､
日
本

か
ら
米
国
宛
の
輸
出
で
五
番

目
に
多

い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
記
憶
装
置

(航

空
利

用
率
九
五
%
'
商
品
価
格

一
八
六
ド

ル
/
キ

ロ
)
の
輸
送
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
｡

ケ
ー

ス
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
O

●
ケ

ー
ス
Ⅱ

東
京
郊
外
の
工
場
か

ら
シ
カ

コ
近
郊
の

現
地
法
人
の
倉
庫
ま
で
輸

送
.
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
記
憶
装
置
三
〇
〇
〇

キ
ロ
'

一
五
五
万
メ
ー
ト
ル
'
商
品
価

格
六
千

万
円

(
二
万
円
/
キ
ロ
)

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
記
憶
装
置
と
は
'
磁
気

テ
ー
プ
装
置
､

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
装
置
､
光

デ
ィ
ス
ク
装
置

な
と
で
あ
る
C

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
利
用
の

高
度
化
に
伴

い
'
ま
す
ま
す
大

容
量

･
高
速
の

記
憶
装
置
が
求
め
ら
れ
て
お

り
､
技
術
の
進
歩

が
続

い
て
い
る
｡
表
4
か

ら
分
か
る
よ
う
に

､
運
賃
は
航
空
便
が
船
便

の
七
倍
は
と
だ
｡

し
か
し
､
陳
腐
化
損

(揺

え
目
に
見
て
週

〇

･
五
%
､
四
週
間
で
二
%
)

を
考
慮
に
入

れ
る
と
､
航
空
便
の
方
が
安
く

な
る
｡
表
4

の
試
算
で
は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
-

で
二
五
%
も

航
空
の
方
が
安

い
と
い
う
結
果

に
な

っ
た
｡

T
V
ゲ
ー
ム
機
よ
り
単
価
の
高

い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
記
憶
装
置
で
は
､
航
空

便
の
メ
リ

ノ
-
が
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
が

分
か
る
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
'

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
記
憶
装
置
で
は
航
空
利
用

率
が
九
五
%
に
も
連
し
て
い
る

C

最
後
に
､
日
本
か
ら
米
国
宛
ノ
ー
ト
パ

ソ

コ
ン

(航
空
利
用
率
九
六
%
'
商
品
単



表5ノートパ ソコンの輸 送 コスト比 較

-
ト
パ
ソ
コ
ン
二
五

〇
〇
キ
ロ
'

一
五
立
方

メ
ー
ト
ル
､
商
品
価

格
一億
一
二
五
〇
万
円

(四

･
五
万
円
/
キ
ロ
)

ノ
ー
-
パ
ソ
コ
ン
は
ほ
ぼ
三
カ
月
ご
と
に

新
教
品
が
出
て
お
り
'
外
型
的
な
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
短
い
納
品
で
あ
る
｡

一
年
前
に
売

り
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が

一
年
後
に

店
紙
に
此
ん
で

い
る
こ
と
は
'
め
っ
た
に
な

い
が
､
あ

っ
た
と
し
た
ら
半
値
位
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
｡
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
鯨
で
は
､

古

い
パ
ソ
コ
ン
は
半
値
ど
こ
ろ
か
.
廃
棄
処

分
に
な
る
の
で
'
廃
棄

コ
ス
ト
が
か
か
る
と

の
こ
と
o
ノ
ー
-
パ
ソ
コ
ン
の
航
空
利
用
率

が
九
六
%
と
高
い
理
由
は
､
荷
主
企
業
が
航

空
便
の
メ
リ
ノ
-
を
は

っ
き
り
と
認
識
し
て

お
り
'
損
初
か
ら
航
空
便
の
利
用
を
計
EEj
し

て
い
る
た
め
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
の
ケ
ー
ス

･
ス
タ
デ
ィ
ー
か
ら
次
の

こ
と
が
首
え
る
｡
①
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
短

い
､
即
ち
'
陳
腐
化
が
早
い
商
品
は
航
空
輸

送
の
メ
リ

ノ
-
が
出
や
す
い
②

ハ
イ
バ
リ

ュ

ー
の
滴
品
は

在
雄
を
減
ら
せ
る
航
空
輸
送
の

メ
リ
ソ
ー
が
大
き
い
｡

ハ
イ
テ
ク
商
品
で
な
く
て
も

航
空
便
が
得
な
ケ
ー
ス

東京郊外の工場からシカゴ近郊の現地法人の*Jfまで事i送

ノー トパソコン2500kgs､15m3､商品価格It事1250万円(45万円/kg)

航空拍送75.000 海上輸送127.00

01.250.000 222
,00060.DOC

82.000168.750 337.500

0 2.250.000225.000 1.12

5.0000 173,000総*

用 1,778,750 4.316.500(,i1)沸上拍
送では米西梓からンカj'までの鉄道揺送升を含t.(Ji

2)航空で111万円につき15円､海上はその2倍(,i3)輪送Jm'ITのき4i串間に2%の陳腐Jt

:規が発生｡1健1250万円×2%-225万円(,i4)粥晶段F8の保管tは商品金側の1%
に当たる1125万円｡航空ではこの1/51こ(Ji5)全判を年2%と仮7E.,1上格送は輸送日数分(4i4r

q)の金利を負担する表6輸 送 手段 選 択 モ

デル以下の空欄を埋めてトータルコストを比較する

重JL kgs

秋空油送 海上絵送

推*用

以
上

見
た
よ
う
に
'
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

短

い
ハ

イ
テ
ク

ハ
イ
バ
リ

ュ
ー
の
商
品

は
'
航
空

便
の
方
が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ー
は
安

い
｡
し
か
し
'
必
ず
し

も

ハ
イ
テ
ク

ハ
イ

バ
リ
ュ
ー
で
な
く
て
も

､
航
空
使
が
得
な
鳩

令
が
あ
る
｡
例
え
ば
'
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で

あ
る
｡

●
国
内
輸
送
で
貸
し
切
り
ト
ラ
ッ
ク
よ

り
も

航
空
便
が
安
い
ケ
ー
ス

あ
る
医
凍

機
器
メ
ー
カ
ー
は
'
国
内
の
柄

院
や
ラ
ボ
へ

の
医
嘘
用
機
械

(七
〇
〇
キ
ロ
)

配
送
に

貸
し
切
り
-
ラ
ッ
ク
を
使

っ
て
い
た

が
'
航
空

便
の
方
が
安

い
こ
と
が
分
か
り
'

北
海
道
や
九
州

宛
は
航
空
便
に
切
り
替
え

た
O

遠
隔
地
の
場
合
､
三
ト
ン
串
を
往
復
借

り
切
る
よ
り

も
'
航
空
運
賃

(片
道
)
プ
ラ

ス
姑
配

gZ
の
方
が
安
く
つ
く
｡

●
製
造
棟
械
で
早

く
稼
動
し
た
方
が
得
な
ケ

ー
ス工
作
機

械
'
組
み
立
て
機
械
､
旬
妓
機
械

な
ど
の
劃

造
機
械
は
､
早
く
工
域
に
迎
ん
で

穣
軌
す
れ
ば

､
そ
れ
だ
け
魁
品
を
多
く
生
産

で
き
る
｡
航

空
と
海
上
で
は
所
班
日
数
に
大

き
な
差

(日
米
間
で
は
約
四
週
間
)
が
あ
り
'

そ
の
間
に

生
産
す
る
商
品
価
値
を
勘
案
す
る

と
､
運
賃

が
高
く
て
も
航
空
の
方
が
得
に
な

る
｡
例
え
ば

､
あ
る
機
械
が
四
週
間
早
く
稼

動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
五

千
万
円
の
限
界
利

益
を
生
み
出
す
な
ら
ば

､
輸
送
S
I
が
千
五
百

万
円
余
計
に
か
か

っ
て
も
-
ー
タ
ル
で
は
得

に
な
る
｡

●
航

空
と
海
上
の
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
輸
送

で
､
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
下
げ
る
ケ
ー
ス

自
動
非

部
品
は
基
本
的
に
船
便
を
利
用
し

て
お
り
ー

日
米
間
に
お
け
る
航
空
の
利
用
率

は
三
%
で
あ
る
｡
仮
に
自
動
非
部
品
の
輸
送

貨
削
減
の

た
め
に
航
空
の
利
用
を
止
め
て
'

船
便
の
み

を
利
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
す

る
｡
こ
の
場

合
､
部
品
の
欠
品
率
を
低
く
押

え
る
た
め
に

は
在
雄
を
非
常
に
多
く
持

つ
必

紫
が
あ
る

O
欠
品
の
恐
れ
が
あ
る
時
は
適
宜

航
垂
輸
送

を
利
用
す
れ
ば
､
従
価
水
畔
を

ミ

ニ
マ
イ
ズ

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
航
空
利
用

を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
'
現
在
よ
り
輸
送
班

が

多く
か

か
っ
て
も
'
保
管
許
を
含
め
た
-

1
タ
ル
コ
ス
-
は
安
く
つ
く
こ

と
が
あ
る
｡

何
が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
-

を
下
げ
る
ベ
ス
ト
ミ

ン
ク
ス
か
を
判
定
す
る

に
は
､
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が

あ
る
｡

輸
送
手
段
選
択
モ
デ
ル

こ
れ
ま

で
説
明
し
て
き
た
-
-
タ
ル
コ
ス

-
比
較

法
の
考
え
方
を
衣
6
に
ま
と
め
た
｡

荷
主

企
鼎
の
物
流
部
門
は
-
I
タ
ル

･
ロ

ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
を
掃
適
化
す
る
観
点
か
ら

様
々
な

検
肘
を
行
っ
て

お
り
､
商
品
に
よ
っ

て
は

航
空
便
が
有
利
な
こ
と
を
知

っ
て
い

る
.
多

く
の
ハ
イ
テ
ク
商
品
で
は
航
空
快
利

用
を
前

段

に
配
送
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い

る
｡
し
か

し
'

1
般
管
理
部
門
'
経
営
層
な

ど
は
'
依

然
と
し
て
航
空
便
は
商
い
と
い
う

固
定
観
念

を
持

っ
て
い
る
.
各
荷
主
企
菜
の

具
体
的
な

出
荷
に
つ
い
て
'
こ
れ
ま
で
に
説

明
し
た
モ

デ
ル
を
参
考
に
試
許
し
て
み
て
い

た
だ
き

た
い
｡
企
菜
や
商
品
に
よ

っ
て
保
管

班
や
陳

腐
化
の
速
度
は
只
な
る
の
で
ー
別
実

に
別

し
て
就
辞
し
て
み
る
の
が
良


